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　世界最大の写真映像見本市である「フォトキナ」

が、去る9月 26日から29日までの4日間にわたっ

て、ドイツ・ケルンメッセで開かれた。

　第 1 回フォトキナが開か

れたのは、いまから 68 年前

の 1950 年のこと。その開催

は 1 年おきの偶数年といわ

れてきたが、実は初回から

1952 年の第 3 回までは毎年

の開催だった。そして日本

のカメラ生産の主軸を 35 ㎜

レンジファインダー機から

一眼レフへと向かわせた、

「ライカM3」の登場した1954

年の開催以降、今回まで隔年に開催されてきた。

　しかし時代の変化なのだろう、偶数年開催は今

回の2018 年を最後とし、2019 年からは毎年5月に

開催となることが告知されており、見本市として

展示以外にも話題を提供した年となった。

　そのような大きな節目となる開催であるが、事

前にニコン、キヤノンから本格的なフルサイズミ

ラーレス一眼が発表され、さらにフォトキナ開催

前日には、ライカカメラ社・シグマ・パナソニッ

クが協業して、フルサイズミラーレス一眼用のラ

イカ L マウントを 3 社で使用することが発表され、

この会期に合わせパナソニックからルミックスの

フルサイズミラーレス一眼の開発発表がなされる

など、話題性十分なフォトキナとなった。

■開催前から盛り上がる

　実はフォトキナは会期前の25 日にプレスデーと

いう日があって、各社が事前に報道関係者に向け

て新製品や展示概要などを紹介することになって

いる。いつもの報告なら各ブースの様子と新製品

を紹介すればよいのだが、今回はそれだけではそ

れぞれの社の熱の入れ方が伝わらないので、一部

プレス発表会からの情報を含めて紹介することに
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する。筆者が関係した部分だけを記すと、以下の

ようなスケジュールになる。

　〈10:00〉ソニー、〈11:30〉ライカカメラ、〈12:

30〉パナソニック、〈13:30〉富士フイルム、〈15:

00〉キヤノン、〈16:15〉ニコン、〈17:30〉オリン

パス、〈18:00〉シグマ、〈20:30〉富士フイルムX-

Night in Photokina2018。もちろんこれだけにと

どまらずこの間にレセプションなども行われ、さ

らに一部企業では国別に詳細な解説が別の日にも

あるが、開催前日が最も忙しいことになる。

■ソニー

　プレスデーの最初は、ソニーの発表会である。ソ

ニーとしては、フルサイズカメラで№１のシェア、

ミラーレス一眼でのシェアが№１である優位性を

冒頭に訴えた。そして、α 7R →α７ R Ⅱ（フルサ

イズでの裏面照射タイプ CMOS）→α 9（メモリー

内蔵フルサイズ積層型 CMOS センサー）へと技術的

に大きく進化させてきて、感度、撮影コマ速度な

どの向上に加え、ソニーのミラーレス一眼のマウ

ントは 1 つであることを強く訴えた。

　これは、発展過程からして、APS-C・シネ・フル

サイズミラーレスのそれぞれのマウントが“E マウ

ント”で統一されていることの優位性のアピール

である。また、レンズ部品、レンズ設計、レンズア

ソニーのミラーレス一眼での実績を解説するソニーイメー
ジングプロダクツ & ソリューションズ デジタルイメージング
本部シニアゼネラルマネジャーの田中健二氏



2

ソニーのマウントは 1 つ

クチュエーター、レンズ金物、撮像板、画像処理回

路、ビューファインダー、ボディケースなどが内製

品であること、さらには撮像板とビューファイン

ダーの製造ではトップシェアであることを訴えた。

　この時期のソニーの新製品は、FE24mmF1.4GM と

FE400 ㎜ F2.8GM OSS の交換レンズだが、近い将来

には専用 E マウント交換レンズ群を 60 本に増やす

というロードマップを披露。

　また“大口径高性能レンズには大口径のレンズ

マウントが必要になるのか”という疑問を投げか

け、ソニーとしては 50 ㎜ F1.0 の大口径レンズの

設計はすでにシミュレーション済みだが製品化は

しないとのこと。そして次期αシリーズには、人

間の眼の瞳センサー AF が好評であったため、一部

プロ写真家から要望のあったイヌ、ネコ、ライオ

ン、鳥などの動物にも対応できる瞳 AF センサーを

開発しているとのことだ。

　まさに追いかける立場にあったソニーのカメラ

作りが、追われる立場にあることを印象付けた発

表会であった。さらに一部のネット上への噂に対

してだろうが、ソニーとしては中判のデジタルカ

メラへの参入はしないということを明言した。

A P S - C とフルサイズマウント交換レンズの相互利用

高い所に設けられた台から FE4 00 m mF2 . 8G M をのぞく女性

ソニーのタッチアンドトライコーナー

交換レンズともども並べられたソニーαシステム

大口径レンズマウントが必要なのか（プレス発表会より）

■ライカカメラ社

　今回のフォトキナで最も話題を提供したのはラ

イカではないだろうか。発表会では、まずインス

タントカメラの「ゾフォート」、中判の「ライカS3」、

ライカSL用の交換レンズ「APOズミクロンSL35mmF

2ASPH.」と「同SL50mmF2ASPH.」の発表を型どおり

新製品の紹介はインスタントのゾフォートから始まった
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３社の協業の話は、事前に録画されたそれぞれの社の技術担当者のビデオプロジェクションでの話から始まった。
左から、パナソニック・森勉氏、ライカカメラ・He i c o  S c h n a u B e l t 氏、シグマ・大曽根康裕氏

3 社協業のシンボルマーク。 無限大の記号の○の中に、 左
側にはライカLマウントのボディ側、 右側にはレンズ側が描か
れている

ライカLマウントの共同使用に関して3　社のトップが登壇。 左から、 シグマ社
長・山木和人氏、 ライカカメラ社主・Dr.アンドレアス・カウフマン、 パナソニッ
クアプライアンス社副社長 ・北川潤一郎氏

行った後に、ライカ・シグマ・パナソニックの協

業の発表が行われた。

　この発表会には、ライカカメラ社主の Dr. アン

ドレアス・カウフマン氏はいうまでもなく、シグ

マ社長・山木和人氏、パナソニックアプライアン

ス社副社長・北川潤一郎氏が登壇し、事実上この

場が共同記者会見というような設定だった。

　これによると3社は、従来からのライカのミラー

レスフルサイズ用のマウントである「ライカ L マ

ウント」をそれぞれの社で使用するという。ライ

カ L マウントは、日本では古くからライカのスク

リューマウントに対して代名詞的に使われてきた

が、最近では L39 と呼んだりしてきたが、あくま

でも日本国内での呼称であった。そこで改めてラ

イカ L マウントとはどのようなものかと調べてみ

ると、マウント内径51.6㎜、フランジバック20㎜

であるが、意外とライカ通の人でも知らなかった。

　ライカ L マウントの共同使用構想はパナソニッ

クが 2013 年にライカカメラにもちかけたとされ、

シグマへは 2016 年とされている。

　ライカとパナソニックの企業としての関係は、

2001 年からルミックス DMC-LC5 にライカレンズを

ライカカメラ社のブース展示。商品よりはライツパークの宣伝に力を入れていた。背後には、もうひとつの提携企業であ
る中国の携帯電話機メーカーであるファウエイ社のオレンジ色のブースが見える
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搭載したときからと発表されているが、実際は

フィルムカメラ時代の「ライカミニルックス」を

パナソニックの系列会社ウエスト電気（現パナソ

ニック フォト・ライティング）がOEM生産した1995

年頃までさかのぼることができる。

　同じようにして、ライカとシグマの関係では、シ

グマUCズーム28～ 70 ㎜ F3.5-4.5 を、金属鏡胴仕

上げでライカバリオ - エルマー R28 ～ 70 ㎜ F3.5-

4.5 として 1992 年にシグマ会津工場で製造されて

いたという過去の事実があるので、少なくとも

1992 年まではさかのぼることができる。

　さらに見方を変えると 3 社ともかつては 4/3 規

格に賛同して、いずれもカメラやレンズをだして

いた会社であることなどから、4/3 グループの一部

がライカ判フルサイズでもう一度結集したという

見方もでき、いわゆる下請けという関係から協業

関係に進んだということでは、これからのカメラ

産業のあり方を示す注目される動きだ。

　ライカカメラ社のブースは、2016 年は業者対応

で一般の客はoff limits であったのが、2018年は

面積は拡大したが製品展示はそこそこにして、ウ

エッツラーのライツパークを再現して入場者への

休憩場所を提供していた。なお、ライカカメラ社

はフォトキナ会場の 1 号館を 2012 年から 2016 年

まで全面使用していたが、このうち 2016 年は作品

展示だけで、商品展示は別にブースを設けていた

が、今回は作品展示を全面的に取りやめて、2 号館

でのブース展示、それもライツパークの宣伝にエ

ネルギーを注いでいたのが印象的だ。

■パナソニック

　ライカに続くのはパナソニック社だ。パナソ

ニックは 2018 年で創業 100 周年だそうで、さらに

パナソニックのミラーレス一眼「ルミックスG1」が

登場して 10 周年だという。パナソニックも先行社

と同様に、撮像素子、画像処理エンジン、レンズ

などが自社技術であり、さらにレンズ・ボディの

手ブレ補正、4k・10bit 動画、高速 AF などの先進

的技術の採用の優位性を訴える等を行った。

　そして、ライカカメラ社、シグマとの協業関係

の第１弾としてライカ SL マウントを採用したフル

サイズミラーレス一眼の「ルミックス S1R/S1」を

Sシリーズとして発表。S1R は 47Mp、S1 は 24Mp と

いうことで、2019 年には 50 ㎜ F1.4、24 ～ 105 ㎜、

70 ～ 200 ㎜と 3 本のSL マウント交換レンズを発売

し、2020 年にはさらなる交換レンズの充実を図る

としている。すでに発表・発売されているライカ

カメラ社の 7 本、さらには協業に加わったレンズ

メーカーとしてのシグマの交換レンズが加わるこ

とも、視野に入れての発表は協業ならではのメ

リットがすでに現れている。

　パナソニックとしては今後も、マイクロ4/3 の G

シリーズに加え、35 ㎜フルサイズミラーレス一眼

の S シリーズの 2 本立てで行くことを公表してい

る。また展示会場控え室には、参考品としてルミッ

クス S1R と交換レンズ 3 本がモックアップ状態で

展示されていたが、パナソニックがフルサイズと

パナソニックは創業 1 0 0 周年であり、デジタルカメラのミ
ラーレス一眼「ルミックス G 1」は 1 0 周年を迎えたことを報
告する、山根洋介イメージングネットワーク事業部長

山根氏がフルサイズミラーレス一眼のルミックス S 1 R を持っ
て発表すると、前方の取材陣は総立ちに近いほど立ち上がっ
て撮影していた。この写真は少し落ち着いてから撮影

展示会場に置かれた「ルミックス S 1 R 」と交換レンズ
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してミラーレス一眼に参入するにあたっての独自

開発とされる撮像素子の細かい仕様は、未だ公開

されていないので、カメラとしての詳細は不明で

あるが、2019 年 2 月ごろには公開されるという。

　なお、この時期のパナソニックの新製品はコン

パクトカメラで 4/3 型センサーを使ったルミック

会場に展示された「ルミックス S 1 R 」のデザインスケッチ

展示会場では、ステージのカラフルなモデルを撮影できる

「ルミックス S 1 R 」のレンズを外した状態( モックアップ)

スDC-LX100M2 と 1/2.3 型センサーを使ったルミッ

クス DC-FT7 だった。

■シグマ

　シグマの発表は夕方からだったが、協業 3 社を

まとめるためにあえてこの順にした。シグマの発

表会では、山木和人社長がライカ、パナソニック

の協業に対してシグマとしての考え方を紹介した。

　残念ながら私は他の会合とぶつかり、この場には

出席することができなかったが、シグマの方針は、

以下のとおりである。1）フルサイズのフォビオン

センサーを搭載したL マウント対応のミラーレス一

眼を2019にだす、2）SAマウントカメラは今後新型

はださない、3）SA マウントレンズの開発は継続す

る、4）SA-L と EF-L マウントアダプターを2019 年

に投入、5）ライカLマウントレンズを2019

年に投入予定、6）マウント交換サービスを

2019 年から開始、ということだ。

　この対処の仕方は、交換レンズメーカー

として、カメラメーカーとしてある意味当

然のことであるが、フルサイズフォビオン

センサー搭載のボディ、さらには、フォビ

オンの高分解能に耐えられる交換レンズの

プレス懇親会でシグマとしての 3 社協業への今後の方針を
述べる山木和人社長（写真提供：山田久美夫氏）

シグマの展示会場内に示された 3 社協業のメッセージ
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開発にはかなりの困難が予測される。

　表には、L マウント規格をまとめてみたが、パナ

ソニックの撮像素子の詳細、さらには昨今のミ

ラーレス一眼機のマウント電気接点は他社の例に

見るように増加傾向にあるので、L マウントは従来

の接点数で将来もカバーできるのか不明な点であ

り、最終的な各社協業モデルでは増えるのではな

いかと予想できる。

　シグマとしてこの時期の新製品は、スチル用に

28mmF1.4DG HS アート、40mmF1.4DG HSM アート、

56mmF1.4DC DNコンテンポラリー、60～600mmF4.5-

6.3DG OSHSM スポーツ、70 ～ 200mmF2.8DG OSHSM

スポーツの 5 本、シネ用として 4 0 m m T 1 . 5 F F 、

105mmT1.5FF の 2 本が新製品だった。

■富士フイルム

　フォトキナで、注目されたもうひとつの企業と

して富士フイルムをあげることができる。今回の

発表はかなり力が入っていて、古森重隆会長の挨

拶で始まった。毎年フォトキナに参加している業

界紙記者によると、初めてのことだという。

　すでにAPS-C判 2600 万画素ののX-T3を発表して

いたが、富士フイルムのデジタルカメラ技術が、

1988 年の DS-1Pから 30年、84 年のカラーフィルム

の色彩技術、70 年の光学技術・放送用TV レンズ技

術などの高度なテクノロジーに基づいていて、GX/

GFX カメラ・レンズは、ここ 2 年で 60％アップし

ていると報告。

　そしてこの時期の新製品として、中判 GFX50S に

続く機種として、より小型・軽量化し、かつての

中判レンジファインダー機を連想させるデザイン

の“GFX50R”、GFX50S の上位機として裏面照射・像

面位相差 AF を可能とした 100Mp の撮像素子搭載の

“GFX100”を 2019 年に発売するとして、話題を呼

んだ。また光学機器メーカーとして従来は外販し

ていたデジタルプロジェクター用光学系を自社製

シグマのブースは、スチル用にArt、Sports、Contemporary、
さらにシネ用とゾーンに分けて展示された

発表会は古森重隆代表取締役会長の挨拶から始まった

G F X 5 0 R を手にした光学・電子映像事業部長の飯田年久氏

1 億画素の中判デジタル G F X 1 0 0。富士フイルム初の裏面照
射 C M O S、像面位相差 AF、中判初のボディ内手ブレ補正採用

インスタックスカメラは 2018 年には 1,000万台を売り上げ

新製品 G F X 5 0 R はタッチアンドトライコーナーで試写できた
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品の業務用プロジェクターを発表、さらに感材

メーカーとしての富士フイルムとして、新製品と

して“フジカラークリスタルアーカイブプロ

フェッショナルペーパー MAXIMA”とデジタルカメ

ラで撮影しさまざまな画像処理を施し、カメラ内

のインスタントフィルムに出力するハイブリッド

インスタントカメラ“instax SQAUER SQ20”を発

表するなど、企業としての幅の広さをアピールし

た。このうち発表会で見せたインスタックスの生

産は2018年には1,000 万台に達するというもので、

CIPA カメラ統計の2017 年実績が25,088,712 台と

されているが、富士のインスタントカメラ1,000万

分の台数と加えると、日本関連のカメラ生産は年

間約 3,500 万台超えということになる。

■キヤノン

　キヤノンのこの時期の新製品は、すでに日本国

内で発表された 3,030 万画素のフルサイズミラー

レス一眼「EOS R」と4本の交換レンズととしてRF24

～ 105mmF4 LIS USM、RF50mmF1.2L USM、RF28 ～

70mmF2 L USM、RF35mmF1.8 Macro IS STMと 3種の

マウントコンバーターだ。発売は日本国内は 10 月

25 日からであったが、当初ボディとともに発売さ

れたのは、24～ 105mm ズームと50mmF1.2 の 2 本と

2 種のマウントコンバーターだった。

　キヤノンの現地でのプレス発表会は、かなり割

り切られたもので、特別に部屋は用意されていた

が、決して広いとは言えず、スピーチはドイツ語

のみということで、明らかに他社とは一線を画し、

ドイツ国内向けという感じであった。このような

発表スタイルは 2016 年からで、キヤノンとしては

フォトキナをドイツ国内のカメラショーと位置付

けていたのだろう。2014年には多くの人を集め、真

栄田雅也事業本部長（当時）の英語でのスピーチ

に始まったのに対し、大きな様変わりを見せてい

キヤノンプレス発表会にて。それぞれのボディとマウント
アダプターの解説。“DAS EOS SYSTEM”ドイツ語だ

背後は E O S  R のタッチアンドトライコーナー。キャッチフ
レーズはCAPTURE THE FUTURE（未来をつかまえろ）、手前の
パネルにはSETTING NEW STANDARD（新基準でセット）とい
うわけだろうかRF50mmF1.2 がついている

ナノ US M や E M D、スーパー UD レンズなどの技術を紹介

プロ写真家による EO S  R のインプレッション。かなりのお
客を集めている。（D E ）と書かれているからドイツ向けか

インクジェットプリンターは P r o 1 0 0 クラスが新しい用紙と
ともに展示されているが、今までよりは少ないスペースだ
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た。すでに 2019 年からの毎年開催のフォトキナを

見越しての対応だったようだ。

　とはいっても会場に占めるブースの面積はまずま

ずの広さであり、会場内にはEOS R のタッチアンド

トライコーナーがあり、現地プロ写真家によるEOS

R インプレッションでコーナーには、いつも多くの

人々が集まっていた。

■ニコン

　ニコンは、フルサイズミラーレス一眼「ニコン

Z7/Z6」を Web 上でのティザー広告を活用して8 月

23 日に発表し、フォトキナ会期中の9 月 28 日に発

売という戦略にでた。このZシリーズは、新Zマウ

ントを採用し、フランジバック 16mm、マウント内

径 55 ㎜、電子接点数 11 という仕様だ。

　そして、この時期発売の Z シリーズ用交換レン

ズとして発表されたのは、ニッコール Z 2 4 ～

70mmF4、Z35mmF1.8、ニッコールZ50mmF1.8 の 3本

とマウントアダプターFTZであるが、Z50mmF1.8 が

その後発売が延期され、2 本の交換レンズでスター

トとなった。いずれにしても、マウントアダプター

キヤノンの C P S コーナーで実演展示されていた、センサー
クリーニング装置。青・赤・紫のような色光でスキャンし
て上のモニターに表示され、順次クリーニングしていく

プレス発表会で新製品ニコン Z 7 の特長である、大マウント
口径とフランジバックについて解説する牛田一雄社長

ニコンの光学基礎技術を解説する御給伸好映像事業部長

フルサイズミラーレス一眼「Z 7 」のコーナーは人気だ

「ニコン Z 7 」は女性にも人気のようだ3000mm 相当の画角が得られる「クールピクスP1000」も新製品
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展示ブースではニコンが 2 0 1 6 年 9 月に買収した英国 M a r k
Roberts Motion Control 社の産業用ロボットが「Z70」を
腕の先端に取り付け、軽快なリズムに合わせて踊っていた

使用で従来からの豊富な F マウント交換レンズが

使えるという、ミラーレス一眼ならではのスター

トである。

　今回の展示にあたって、ニコンのキャッチコ

ピーとして、CAPTURE TOMORROW（明日をつかもう）

とMIRRORLESS REINVENTED（ミラーレス再発明、よ

みがえったミラーレス）とかが目につく。これが

自社に向けた言葉か、既存のミラーレスカメラ全

般に向けた言葉かはわからないが、キヤノンの

CAPTURE THE FUTURE（未来をつかまえろ）も似た

ようなイメージであり、少なくともこの 2 社はミ

ラーレス一眼を次の時代のカメラシステムと考え

ているのがよくわかる。

■オリンパス

　オリンパスは、このフォトキナで独特な展示

ブース作りで話題を提供した。それというのも、過

去 3 回 2012 年からフォトキナ会場のホール 1 を埋

めてきたライカカメラ社が撤退し、そのあとにオ

リンパスが出展したのだ。

 それも、新製品展示ということではなく、ホール

1全体を“Perspective Playground（遊び場）”と

名付け、入口でカメラを貸し出し、場内で遊んで

もらい、写真を撮影をして、プリントして、撮影

後のメディアカードをもらって帰れるというサー

ビスイベントだ。従来はフォトキナ会場外で行わ

れていたが、フォトキナには場所としては組み込

まれているが、ある意味で独立した展示であり、な

かなか人気のスポットであった。

　ホール 1 は、もともとケルンメッセ主体の、作

家や写真関連大学、専門学校生の作品展示の場と

してあったが、3回ほどライカが写真展示をしてい

たのに対し、オリンパスへと代替えされたが、こ

れからのフォトキナを表す姿という印象が残った。

オリンパス Perspective Playground の入口

入口で希望するカメラを貸してもらえる

かなりのお歳の方もカメラ操作に熱心だ

特設されたブランコに乗って記念撮影
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■ロシアからデジタルライカ「ゼニット M 」

　今回のフォトキナで話題を呼んだのは、ロシア

の医療、宇宙、天体、照明、など幅広い光学機器・

材料を扱う Shvabe グループの一員“ZENIT”がラ

イカ M マウントのレンジファインダー式のデジタ

ルカメラ「ゼニットM」（www.zenit.camera）を展

示したことだ。この Shvabe だが、モスクワ大学に

留学してロシアカメラに詳しい写真家 A さんに聞

くと、“シュヴァーベ”と発音するそうだ。

　このカメラ、ロシアおよびヨーロッパの富裕層

に向けたカメラとされ、24Mp の CMOS センサー搭載

のライカ M（Type240）のマイナーチェンジ品のよ

うで、年末から2019年の初頭に5,000～6,000ユー

ロで発売されるという。

　しかし、今なぜゼニットライカなのだろうか? す

でにゼニットは2018年に、フルサイズミラーレス一

ロシア企業 Sh va b e のブース 「ゼニット M 」のボディにはブラックとシルバーがある

背面から見ておわかりのようにライカそのものだ DESIGN IN KARASNOGORSK RUSSIA と刻印されている

ボディ側、レンズ側とマウント側とも
6 ビットコードとセンサーは搭載なし

外装、底蓋には、肉が盛られ独特なデザイ
ンである。バッテリーはライカのまま

ZENITAR35mmF1.0、8 群 9 枚構成。最短
撮影距離 0.8 m ～∞

眼への参入が噂され、今回のフォトキナに登場する

のではないかと予測されていたが、意外やゼニット

ライカM が発表されたのだ。このボディとレンズの

仕様は細かく発表されているが、トップカバー背面

にはDESIGN IN KARASNOGOLSK RUSSIAと刻印されて

おり、受付で聞くとデザインはクラノスゴルスクで

行われ、製造はドイツだという。さらに信頼できる

筋に聞くと、ゼニット側からライカカメラオーナー

のDr. カウフマン氏に話が持ち込まれ、ライカカメ

ラ側で製造したという。このカメラの出生の由来

は、さまざまな憶測が飛び交っているが、将来的に

ライカL マウントの協業グループに加わることはな

いという。いずれにしても、今回標準レンズとして

装着されていたゼニター35mmF1.0など、第2次大戦

後も綿々と続いてきたロシアの写真光学技術に対す

るアピールのためではないかと思う。
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■リコー

　リコーのブースには、前々から予告されていた

「リコー GR Ⅲ」が初日から展示されていた。発表

はフォトキナ開幕の前日 9 月 25 日だったが、従来

からのGR シリーズを発展させ、2,400 万画素 APS-

C 判 CMOS センサーを採用し、センサーシフト式の

手ブレ補正機構を搭載している。GR シリーズは好

評とのことであり、特に中国市場ではかなりの売

れを示しているそうで、実際 10 月 13 日には上海

撮影機材城のなかに「リコーイメージングスクエ

ア上海」をオープンさせ、GR のワークショップは

かなり盛況だったという。発売は 2019 年 3 月。

　今年のリコーブースで特徴的だったのは、ペン

タックスを傘下に収めてからの展示は、今までは

ずばり 1/2 に分けて、リコーシータゾーンとペン

タックスゾーンという感じで左右に分けて構成さ

れていたのが、今回はそのような分け方でなくペ

ンタックスのなかに、左にシータ、右にGRⅢのコー

ナーが小さくあったのが印象的だっだ。

■タムロン

　交換レンズメーカーとしてのタムロンはこの時

期は「SP15 ～ 30mmF2.8 G2」と「17 ～ 35mmF2.8-

4」の 2 本が新製品であるが、いずれもすでに国内

リコーは、単焦点 A P S - C コンパクトの「G R Ⅲ」が新製品

ケンコー・トキナーは、スリック、ケンコー、トキナーと
3 つのブランドを前面に打ち出していた

ではニコン用が発売されており、追ってキヤノン

用が 10 月初頭には発売というタイミングであり、

広報担当者は申し訳なさそうであったが、ブース

には担当技術者も控えていていた。ブースでは、交

換レンズ群の展示に合わせ、プロ写真家によるセ

ミナーなども行われ観客を集めていた。

■ケンコー・トキナー

　かつてフィルターメーカーという形でスタート

したケンコーは社名をケンコー・トキナーと変更

してからは、日本のレンズメーカーとしては、独

タムロンブース受付

ケンコー・トキナーの隣はフランスの子会社コーキンフィ
ルターのブースがかなりの面積を占める
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自の形態で発展してきている。

　ブランドを数多く持つだけに新製品数も多く、

フルサイズ一眼レフ交換レンズの「トキナーオペ

ラ 50mmF1.4 FF」を筆頭に、ケンコーテレプラス

HD pro シリーズ、フィルター、スリック三脚、各

種用品を飾っていた。なお参考展示として、ソニー

ミラーレス用の「トキナーフィリン 100mmF2.8FE

AF MACRO」、フルサイズ一眼レフ用の「トキナーオ

ペラ 16 ～ 28mmF2.8FF」も飾られていた。

　このほか、ホースマンブランドでは昨年と同様に

ケンコーグループとは別の場所に、新製品としてテ

クニカルビューカメラ“Axellas”をだしていた。

■フォクトレンダー（RING Foto、コシナ）

　製造は、過去のフィルムカメラを含めて日本の

コシナが製造する交換レンズだが、日本ではコシ

ナが販売するが、海外ではドイツのリングフォト

が販売を行っている。今回の新製品参考展示は、ノ

クトン50mmF1.2 Asph.（VM、E）、カラースコパー

21mm F3.5 Asp.(E)、ウルトロン35mmF2Asp.(VM)

などであるが、国内では発表済みのものもある。

■新興国のレンズメーカー

　いわゆる東南アジア圏の交換レンズメーカーの

進出は目を見張るものがある。この時期の大きな

㊧トキナー FIRIN100mmF2.8FE AF MACRO、OPERA16 ～ 28mmF2.8FF、OPERA50mmF1.4FF、㊥ケンコープロフェッショナルイメー
ジングの H O R S E M A N ブランドの独立ブース、㊨ホースマンの新製品デジタルカメラ用のテクニカルビューカメラ A x e l l a s

動きとして、ここ数年来の AF 化に加え、ズームレ

ンズが登場するようになったことだ。

●サムヤン（SAMYANG、三洋光学、韓国）

　すでに日本市場においては、ケンコー・トキナー

が早期から販売代理店となっているので、おなじ

みのレンズメーカーである。一時期は一部の広角

レンズが、天文写真ファンに人気とされていたが、

昨今はどうだろう。今回会場で配布されていたカ

タログでレンズ種と本数を数えると、AF 対応が 8

本、マニュアルフォーカスが 20 本、シネレンズが

19 本もある。これらは、マウント、画面サイズな

どによって異なるが、それなりの品ぞろえであり、

リングフォトでマニアらしいカップルが品定めをしていた

サムヤンのこの時期の新製品は A F 1 4 m m F 2 . 8 F ㊧、
85mmF1.8ED UMC CS ㊨、XP10mmF3.5、XP14mmF2.4 など

サムヤンのブースは毎年大きくなっている。左奥には、日
本での代理店であるケンコー・トキナーのブースが見える
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今後はますます AF 対応のレンズが増えてくるだろ

うということは、想像に難くない。ただここ数年

の動きとしては、カメラ製造から撤退した韓国サ

ムスンの技術者が入って活躍しているという。

（www.samyanglensglobal.com）

● IRIX（アイリックス、韓国）

　韓国のレンズメーカーだが、スイスでデザイン

して、中国で製造しているという、ここ数年来で

表に出てきた交換レンズメーカーだ。この方面に

詳しい方に伺うと、サムヤンにいた人たちが設立

した会社で企業としてかなり余裕があるという。

確かに、ブースを撮影していたら、なかなかおしゃ

れなトートバックをくれたが、中にはカタログの

他、チョコレート、ピンバッチ、メモ用紙などが

入っていた。もともとは、11mmF4、15mmF2.8 の超

広角系の品ぞろえであったが、今回で 150mmF2.8

マクロが加わり、3 本のラインナップとなった。い

ずれもマニュアルフォーカス方式だ。

●KIPON、IBERIT（中国）

　ブランド名は、KIPON と IBERIT という名称だが、

キポンはマウントアダプター、イベリットは交換

レンズと分けて使用している。正式には、Shang-

hai Transvision Photographic Equipment Co.,Ltd.

であるが、日本のCP+ には最も早くから出展してい

る。この時期の、レンズとしての新製品は特に見

当たらないが、ライカ M マウントのイベリットシ

リーズのマウントに、フジX、マイクロ4/3 マウン

㊤韓国「アイリックス
社」のブース

㊦新製品 150mmF2.8 マ
クロ、小型・軽量、9 群
1 2 枚構成、絞り羽根 1 1
枚、CPU 内蔵、5 個所に
シーリング、インター
ナル焦点式

（http://en.irixlens.com/）

トを加え、さらにピンク色のレンズを加えるなど、

製品としてのバリエーションを増やしているが、

光学系としての新製品は休息状態だ。

　基本的にこの会社はマウントアダプターがメイ

ンのようで、この時期は富士GFX 用の各種マウント

アダプターがメイン。また中国市場ではキヤノン

EOS R がすでに発売中だとかで、日本での発売時に

はマウントアダプターを 20 数種そろえるという。

● LAOWA（老蛙、ラオワ、中国）

　すでにCP+ でもおなじみの中国レンズメーカーで

ある。日本では、ケンコー・トキナーの子会社で

あるサイトロンジャパンが国内の販売代理店と

キポンブース。中央にレンズ、周辺にマウントアダプター

㊧ AF・AE 連動の「キヤノン EF →ソニー E」マウントへの変
換アダプター。マウント部には外部から回転可能な N D フィ
ルターが組み込まれている。アメリカ市場で人気だそう
で、3 年ほど前から商品化されている
㊨ハッセルブラッドレンズ→フジ G F X マウント用変換アダ
プター。マクロ機構付き。マミヤ→ G F X 用もある

ラオワのブース。毎年確実に拡大されている
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なっている。アポダイズド光学系を組み込んだボ

ケドリーマー105mmF2、フルサイズ超広角でディス

トーションのない 12mmF2.8 Zero-D などユニーク

な商品が多く、この時期にはラオワとしては初の

ズームレンズとしてソニー用 FE10 ～ 18mmF4.5-

5 . 6 、アリフレックス用 P L マウントの 2 5 ～

100mmT2.9、2 本を参考展示した。また 35mm 判用

100mmF2.8 2X ウルトラマクロ APO（キヤノン、ニ

コン、ペンタックス）、フジGFX 用 17mmF4Zero-D、

マイクロ4/3 用に 12mmF2.8 と 4mmF2.8 フィッシュ

アイなども近日発売として発表されていた。

● YONGNUO（ユンノウ、中国、深セン）

　ユンノウも日本の CP + に近年出展しているので、

知る人も多いだろう。正式には英文表記すると、

Shenzhen YONGNUO Photographic Equipment

Co.,Ltd. となる。登場当初からAF対応で、外観デ

ザイン的には、洗練されてはいるが、ちょっと見

た目はキヤノンライクな感じであるが、最新のを

ラオワの新製品、㊧ソニー FE 用 10 ～ 18mmF4.5-5.6 ズーム
レンズ、㊨マイクロ 4/3 用 4mm F 2 . 8 フィッシュアイ

ユンノウのブース。展示の主体は交換レンズ

ユンノウの交換レンズ群

見ているとタムロンやニコン的なものも登場して

きている。このほか撮影レンズ以外には、テレコ

ンバーター、クリップオンタイプストロボ、ビデ

オ用照明器具、マウントコンバーターなどと多品

種そろえている。（www.hkyongnuo.com）

● VILTROX（ビルトロックス、中国、深セン）

　ビルトロックスと読むのであろうか。昨年の報告

では見当たらないが、英語名ではShenzhen Jueying

Technology Co.,Ltd.で、この時期にはソニーFE、フ

ジXマウントでAF対応の85mmF1.8（7群10枚構成）、

ソニーFE マウントで電子接点付きマニュアルフォー

カス（exif対応）のPFU PBMH 85mmF1.8（7群10枚

構成）、ソニーFEマウントのPFU PBMH　20mmF1.8ASPH.

（9群12 枚構成）の3本が展示されていた。いずれも

レンズ構成図、硝材の種類、非球面、MTF 表示など、

テクニカルデータを前面に出している。

● MEIKE（香港美化デジタルテクノロジー）

　こちらの会社も香港と書いてあるが、実際は中

国本土で製造している（http://mkgrip.com/）。

　この時期の新製品はソニー用 50mmF1.7、キヤノ

ン一眼レフ用でAF対応の 85mmF1.8、一眼レフ・マ

イクロ 4/3・APS-C に対応の 25mmF2、シネ用の

25m mT2 . 5 などである。いずれも中国レンズメー

カーの一部の社に共通したことだが、AF 技術の搭

載、85mmF1.8 の登場などが似通っていることだ。

ビルトロックスの 85m m F 1 . 8 を付けたフジフイルム X- H 1

ビルトロックス社の展示は各レンズの M T F を示している



15

　このほか中国には小さいながらもブースを構え

た、マウントコンバーターだけの専業メーカー（上

掲の Commlite）であったり、普通絞りで昔ながら

の望遠レンズ、望遠ズームレンズ、光学ガラス、光

学フィルターなどを扱ったメーカーも多く、とて

もこれらの企業をこの場ですべてを紹介すること

はできないので、このあたりで一段落とする。

■アクセサリーから銀塩写真関係まで

　フォトキナは本来見本市として、展示社のさま

ざまな商品を見つけことができる場でもある。以

下、写真関係の商品を中心にお見せする。

香港 MEIK E のブース

マウントコンバーターばかりを展示する Shenzhen Commlite
Technology.Co.,Ltd。すでに日本でも販売されている

その昔はカメラを製造販売していたドイツ・ブラウン
（B R A U N ）社はプロ用のフレームなどを販売している

こちらもドイツの老舗三脚メーカービローラ（B I L O U R A ）
社は、三脚に加えカメラ用のザックなども扱っている

日本でもおなじみ中国用品メーカー K & F コンセプトのブース

かつては大判テク
ニカルビューカメ
ラ の メ ー カ ー で
あったカンボ社は
デジタルカメラ用
の テ ク ニ カ ル
ビューカメラを展
示していた
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銀塩感材メーカーの“A D O X ”社ブース。同じブロックで
Film Washi、Sine Still Film などの解説も行われていた

コダックモーメント、コダックアラリスのブース。外周に
プリントを施しているのがいかにも感材メーカーらしい

この時期から日本でも再発売になったエクタクロームが特
別なアナウンスもなく壁面に埋め込まれていた

コダックのデジタル機器を製造販売するのは、コダックの
商標権をもつ J K イメージングである

三菱製紙ブース

ノーリツ鋼機ブース。写真プリントの出力紙は、銀塩カ
ラーペーパーかインクジェット用紙だ

和紙フィルムの説明が熱心に行われていた
中判デジタルカメラのフェイズワン社。日本のマミヤを
傘下に収めたが、ブースには日本人は見えなかった
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c e w e はイギリスのフォトブックの会社。フォトキナ会場で
連日大きなバックを配っていた（cewe-photoworld.com）

エプソンは大型インクジェットプリンターを展示

フランスのインクジェット用紙メーカー「キャンソン」

「M O D E 3 6 0°」デジタル一眼レフを使って商品を 3 6 0°回転
させて動画を撮る撮影台テムシステム（mo d e 3 6 0 . e u）

「PANONO」複数個カメラの付いた球体を投げ上げて360°の写
真を撮ることができる。ドイツ製（http://www.panono.com）

「h i t i 」は台湾の熱染料昇華型プリンターメーカー。一般
写真や証明書写真に特化している（www .h it i. c om）

「G OP R O」この手のアクションカメラの出展は元祖 GO P R O を
のぞいて、最盛期に比べてほとんど見なくなった

ハッセルブラッドブース。奥には親会社の D J I が見える
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中国の大判写真機メーカー Shanghai Shenhao Professional
Camera Co.,Ltd.。4X5 ～ 8 × 10 までのフィルム用として供
給している。（www.jobo.com）

J O B O 社は 9 0 年以上の歴史を誇るドイツの写真用品メー
カー。もともとは小規模用の現像器を作っていたが、最近
はビューカメラも扱うようになったようだ。（www.jobo.com）

写真経営者協会（J P E A ）のブース

フィルターのマルミ光機ブース フィルム、インスタント、レンズと多彩な L O M O 社のブース

フィルター、三脚などを扱うローライは出展していたが、
フィルムのローライはでていなかった

ハッセルブラッドのフード似のデジタルカメラ用フード。マグネット
で吸着させて折りたたんだり、引き出したり簡単に行える。こういう
写真用品がよいようだ。早速某社が取引交渉開始（www.gg sfot o.co m）

手縫いのカメラケース、ストラップなどのカメラ用品の製
作を実演する韓国の JnK-handworks（artedimano.co.kr）
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■フォトキナを終えて

　さまざまな話題を提供した 2018 フォトキナだ。

今回は実は思うところあって、２つの疑問を関係

者に可能な限りぶつけてみた。

　1 つは、ライカ・パナソニック・シグマの3 社に

ぶつけてみたのは“3 社協業でいちばんメリット

ある社はどこだろうか”ということだ。それぞれ

お答えいただいたのは責任ある地位の方だ。ただ、

取材の守秘義務ということを遵守して、ここでは

明らかにできませんが、無用な混乱を避けるため

にということでご容赦いただきたい。

　まず L マウントを提供するライカカメラ社：そ

れは答えられません（キッパリと）、続いてパナソ

ニック社は：ライカカメラ社では（少し考えて）、

さらにシグマに聞くと：わが社です（キッパリと）

というわけだ。私のサイドからあれこれ考えると、

3 社協業だからそれぞれメリットは十分にあると

思うのだが、カメラは作るけれど一番リスクの少

ないのは、レンズメーカーでもあるシグマではな

いだろうか。シグマ自身は、SA マウントのミラー

レス機 sd Quattro H を発売して以来、独自のミ

ラーレス用マウントを開発していたというし、今

回の協業に関しては金銭的なやり取りはないとい

うことで、マウント開発費はなくなるので、渡り

に船だったのだろう。

　そして3社協業をユーザーサイドからすると、既

存の撮像素子を使ったライカ、独自新開発のセン

サーを搭載というパナソニック、さらにはフルサ

イズ判フォビオンセンサーのシグマというわけで、

使う側にとっては撮像素子の好みによっても選択

できる要素が生まれるというのも楽しみだ。

　2 つ目は、次回“2019 年の 5 月のフォトキナに

は参加されますか？”と聞いてみました。これに

関してはメッセ事務局が、次回参加の企業 47 社を

ロゴマーク入りで発表しているのでわかりやすい。

しかしこの中には日本の大カメラメーカーが入っ

ていない。しかし聞いてみると、ただいま交渉中

だとかで、ぎりぎりの交渉を続けているのだろう。

　ただ、多くの専業メーカーは、まだ考えていな

い、今回のフォトキナが終えてから、じっくりと

考えてみたいというのだ。もちろん、でませんと

明言する企業もあるわけで、メッセ事務局として

は気が抜けないというのが正直なところだろうが、

参加企業にすれば次回が半年後に迫っていること

と、費用的な問題が大きくのしかかっていること

通路の写真展示。パリで見たことがある写真だ

富士フイルム“PHOTO IS”想いをつなぐ 50,000 人の写真
展、会場内点在する空きスペースをたくさん埋めていた

毎回、キヤノンが展示する通路の写真展

イギリスのフォトブックを扱う c e w e 社のフォトコンテスト
結果。ホール間をつなぐ屋外での展示



は間違いないようだ。

　次回の開催は、5 月 8 日（水）～ 11 日（土）の

4日間ということで、2018年と同じ日程数だ。2018

年の 9 月 28 日の金曜日は夜 9 時まで開場するとい

う新しい試みをとっていたが、参加社側にすると、

期間が短くなれば 1 日あたりの単価が上がり、時

間を伸ばせばスタッフの負担も大きくなるという

こともあり、難しいことだ。

　この点に関しては現地企業も同じようで、ライ

カカメラと同様にフォトキナにおいて歴史あるド

イツ企業であるカールツァイスは、2018 年フォト

キナへの出展を行わず、27 日夜に独自の発表会を

開いて、「ZX1」というアンドロイド OS でレンズ非

交換式の 3,740 万画素フルサイズデジタルカメラ

を内示した。これは撮影後アドビライトルーム CC

で編集加工でき、内蔵 512GB の SSD に記録できる

カメラだ。過去にドイツ光学界の名門であるカー

ルツァイスがフォトキナに不参加ということは聞

いたことがない。2019 年 5 月のフォトキナには出

展するのだろうか?

　全般的な展示内容は、業者間取引の場としての

フォトキナではなく、かつてのメイン広場にはケル

ンメッセ主催らしき写真展示や企業関連のより一般

ユーザーを意識した展示会などと、会場内には今ま

で以上に多くの写真展会場が設けられ、コスプレイ

ヤーが会場内を歩いたり、果てはゲームロボットが

登場というわけで、すでに展示会としては大きな変

化が現れていた。なおメッセ事務局のファイナルレ

ポートによると、2018フォトキナは127カ国から約

18 万人の来訪者があった。会期は4 日間で展示ス

ペースは縮小されたが、会場内の混雑度は一般観客

が動員されたせいか増していた。

　また9月 21日～ 30日までは同じケルンの町で87

ものギャラリーが連携した「I n t e r n a t i o n a l e

Photoszene Koln Festival」が開かれる。これは

写真のハードに対してのもう１つの写真の動きだ。

かつてフランスのパリフォトがカメラに主体を置

いていたサロン・ド・ラ・フォトとが同時期開催

になったように、これからは写真のハードと作品

展示が近づくような時代がくるのだろうか。

会場内のサービスいろいろ。㊧コスプレしたスタッフが会場内を歩いて気軽に記念写真に応じてくれた、㊥演奏するバン
ド、㊨ケルンメッセで８月に行われた国際ゲームショーのシンボルロボット、このほかスケートボード曲技などもあった

右のブルーの看板は 2 0 1 9 フォトキナ参加企業のリスト ケルンメッセ駅前はMesse City Koeln として工事が進行中

㊧ケルン中央駅自由通路のフォトキナ開催に合わせたカメ
ラ店広告、㊨ケルン市内には大聖堂前と少し離れた町中に
カメラ屋さんがあり、それぞれメーカーの場所取りがある

【お断り】次回フォトキナ開催は、2018年12月3日付ケルンメッセ事務局の発表により、2019年の開催
は延期され、2020年5月27日（水）から30日（土）の4日間にわたって開かれることになりました。


